
師 ･友 ･書 物 の 七 十 年

~Ⅰ 少年時代

｢日本少年｣,｢中学世界｣ 小学五年生のとき,

村内の新聞店が ｢日本少年｣という月刊誌の購読

を勧めに来た｡ひどくせがんだ記憶はないが,母

は思案した挙句決めてくれた｡三津木春影の探偵

物が連載されていて,｢湖底の潜水艇｣というのが

面白かった｡有本芳水の詩文に引きつけられた｡

口絵には川端龍子の作品が出た｡これで自発的読

書の習慣がっけられた｡

そのうちに,兄の読んだ ｢中学世界｣を拾い読

みするようになり,｢夏のファンタジア｣を繰り返

し読んだ｡すずかけ次郎というのは恒藤恭氏のペ

ンネームで,一高生徒の時の余技だったのだ｡兄

の師範学校の教科書 (日本史,西洋史,東洋史,

動物,植物,農業,物理,化学)を手当り次第に

読み,読むにつれて理解が進んだようだ｡

戸倉村立図書館 小学校の一室だった｡児童用

図書を揃えるということは当時はまだなかったの

だろう｡碧瑠璃園 (渡辺霞亭)のもの,村上浪六

のものなど随分と読んだ｡｢海のロマンス｣(米窪

太刀雄)も読み,｢里見八犬伝｣の大冊は当然筋を

たどるだけの飛ばし読みだった｡在庫図書のかな

りの部分をそんな具合に読むことが長野商業卒業

まで続いた｡上級校進学に苦しむことなく,気の

向くままに読書できたことは,ほんとうに幸福だ

ったと思う｡勿論,農事の忙しい時は,桑を背負

子で家に運んだり,麦の収穫,秋蚕の桑摘,稲刈

など,父母兄姉の手伝をした｡

米倉磐一郎先生 高小二年の時,長野師範で兄

と同級だった先生が新卒として着任されて,暫く

家の座敷に滞在された｡英語が得意ということで,

長野商業本科一年編入の試験のための英語の指導

柳 沢 英 蔵

をお蔽いすることになった｡この便宜がなければ,

農蚕学校へ進んだかもしれず,自分の一生は別の

道を辿っただろう｡全くの手ほどきから,プライ

マリーという読本巻-,スタソダードの巻一,そ

れぞれの巻二を2冊,つまり,1年間に4冊の読

本を教えていただいた｡秋の頃は,｢英和中辞典｣

(井上十善)を引いて予習するようになった｡毎

日放課後には図書室に行って,先生の釆られるの

を待ち,1時間ぐらいずつ教わった｡職員会議な

どでご都合が悪いときは中止した｡日曜にも,1.5

キロ離れた寺の先生の下宿なさっている所に押し

かけた｡先生が留守で,空しく帰宅することも度々

だった｡青年教師として,大いに勉強しようと張

り切っておいでの先生には,ずいぶんご迷惑だっ

たと思われ,恐縮に感じている｡後年,英語の大

学教授の手ほどきをしたものだ,と親しい方に自

慢げに話されたことがあったという｡先生は不言

実行型で,決して嘘は言わず,不確かな事も言わ

ない方だった｡英語の指導ばかりでなく,深い感

化を受けた｡頂戴した｢ジャパンタイムス少年号｣

の臨時増刊の ｢英語熟達法｣という小冊子は繰返

し読んだ｡直読直解の大切なことも教えられた｡

花園兼定,岩堂保,森正俊などの名も覚えた｡

長野商業学校 本科予科を合せて6学級の小さ

な学校で,良い英語の先生が揃っていた｡教頭の

渡辺信夫先生は高師出で,唯一人の英語専門だっ

た｡瀬尾,山本,羽田諸先生はそれぞれ特色があ

って,楽しく授業が受けられた｡予習を怠らなか

ったせいだろう｡校長の丸山弁三郎先生は,後年

長野市長や代議士をなされるだけあって,太っ腹

の偉丈夫だった｡宣教師のカ●ナダ人の先生が会話

を教えてくれたが,自分は消極的で駄 目だった｡

古屋商店横浜支店 長野商業を卒業してこの店

に入ったのは大正九年春だった｡第一次世界大戦
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後の好景気で,三菱銀行とか高田商会-も行けた

のだが,シアトルの本店-行けるというのが魅力

で,この個人商店に入った｡仕入部という,在米

日本人向の輸出を扱う倉庫で働いた｡緑茶を小袋

に詰める,干した芋茎を木箱に詰める,荷串を引

いて通関手続をする,というような毎日だった｡

早く事務職に移って背広を着るようになりたいな

どと考えず,支店長の目につくように,表裏ある

勤めぶりをする者を嫌って,倉庫で仲間と働くほ

うが気楽でよいと私は考えていた｡独身者20名ぐ

らいが,無駄遊びをしないようにということか,

アメリカ人経営の英語夜学校へ揃ってゆくことに

なった｡面接テストを受けたら,上級に選抜され

た｡ひどく難しいテキスト数種を買あきれたが,

間もなく次々に退学してしまった.昼間の仕事で

疲れてしまったのである｡

斎藤秀三郎先生 世界的不況となり,渡米の見

込がなくなったので,退店して帰郷した｡大正十

年の碁である｡翌年四月上京,正則英語学校で勉

強し,英語の教員になろうというのである｡松田

福松,牛山充,大津正,後藤一郎,清水起正の諸

先生だった｡校主の斎藤秀三郎先生は人力車で出

勤し,いつもフPックコートを着ておられ,ベル

が鳴るとすぐ教壇に現れ すぐに授業を始め,終

りのベルですぐやめて出て行かれた｡休憩時間に

は大きい辞書を開いている先生の姿が見えた｡大

きな黒板の左上隅から,むしろ小さい字で例文を

書き始め,黒板の右半分に移ると,袴をつけた書

生の青年が左半分を消す｡先生は,青年が冷水コ

ップに注ぐと飲み,また往く･と飲み,冬でも汗を

流し,額から湯気を立てる｡先生の見幕に圧倒さ

れて,質問どころではないが,田舎から出て来た

はかりの者には勇敢なのが居て質問することがあ

る｡くだらない事を尋ねると,先生は何も言わず

呪みつける,おもしろい質問とお考えになると,

にっこりされて,くわしく説明をしてくださる｡

Englishldiomologyを世界に問おうとしている

大英語学者と田舎出の少年との取合せは,今思え

は,すこし滑稽で,やはり大正年間らしい風景で

ある.Hl'gherEnglishLessonsの第1巻がテキスト

だったような気がするが,あとの2巻は独習した｡

言語には型があり,型を通して理解と表現をする

ものだということがよくまっかった.私の英語の実

力の骨肉となったのだが,一時,生意気にも,質

料には錦繍と鑑複が混在していると考えて軽んじ

たことがあった｡先生の ｢英和中辞典｣は最も愛

用した辞書で,いつも手許から離さない｡｢和英大

辞典｣も特色ある辞書で,得意満面で講義をなさ

るご様子が眼前に浮かんで来るような内容であ

る｡

磯辺弥一郎先生,高橋五郎先生 正則英語学校

と同じ町内に国民英学会があり,そちらのほうの

授業も受けたことがあった｡磯辺先生はそこの校

長だった｡温厚篤実な学者というタイプで,小さ

い教室で,声低く諾々と説 くという風の講義だっ

た｡大きい教場で,奔馬のように授業を進める斎

藤先生とは明らかな対照であった.C.0.D.を教

室まで抱えて来られ ちょっとした疑問でもすぐ

に引いて説明なさった｡はっきり断定することは

あまりなく,この点でも,斎藤先生の明快な口調

とは違っていた｡

高橋五郎先生がカーライルの ｢衣裳哲学｣の抜

粋を講じられていた｡個人教授をしてくだきると

いうので,麻布のお宅へ毎週参上してステイ-ヴ

ンソンの短篇の訳読を教えていただいた｡この高

名で篤学の先生の家計が大変らしく思われたが,

Chamber:S'sTwentiethCeniu7yDictiona7y-

あまり正確な記憶ではないが- の欄外余白に微

細な文字でぎっしり書込みがあるのを見てびっく

りした｡当時,英文学叢書が研究社から刊行され

始めていて,市河三喜氏が ThePrivatePapey:iof

Hen7yRyecroft(George°issing)の誌をつけて

いることが話題となり,あんな裕福の家のお坊ち

ゃんに,あの作の真髄がわかって堪るかと厳しい

調子で言われるのを聞いて言葉がなかった｡また

官学の教授たちがN.E.D.を利用すれば,論争の

とき勝つのは当然と僻みっぽく言われて,さびし

い思いがした｡

TheAdventuresofSherlockHolmes 大正十二

年の春,全く見込がなかったが,文検を受験して

みた｡不合格のショックから立ち直るために帰郷

した｡毎日朝食が済むと千曲川を渡って温泉場へ

行き,公衆浴場にゆっくり浸るという生活だった｡
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自分では平気だったが,父母は村人に対し但梶た

るものがあっただろう｡勉強は午後から夜にかけ

てだった｡これは帰郷の際に買って来た2冊の原

書の一つで,注釈のない英害を独りで読むのは初

めてだった｡その時の気負いは,思い出しても胸

の躍る体験だった｡SirConanDoyleの文体は明

快で,筋が理詰めで,独りで読む第一冊目として

最も適当なものだろう｡初めて読むとき理解でき

ない所は鉛筆で印をつけておいたが,二度目に読

み直すとかなりわかって来て嬉しかった.あとの

1冊はThePatrician(JohnGalsworthy)で,こ

の方は難解だった｡英文の難しさばかりでなく,

英国社会その侍銃や文化の知識が不足だった｡し

かし理解し得る所々には魅せられた｡九月には関

東大震災が勃発し,当分上京は不可能となった｡

自分としてはむしろ腰を落ちつけて勉強できたと

思っている｡

ⅠⅠ 中学 ･高校教諭時代

師範学校中学校高等女学校教員検定試験.略称

文検 約半カ年在郷静養して独り勉強したのだが

健康にとっても,実力養成のためにも,有効だっ

たと思う｡十一月長野市に文検予備試験があり,

早朝の列車で出掛けた｡予備試験は各県で施行さ

れた｡長野県では10人ぐらいが受験したが,すべ

て私より年長らしかった｡大晦日の夕方,文部省

から予備試験合格という簡単な通知が来た｡合格

-.i,県内では私だけだった.本試験は一月文部省

で行われたのだが,散々の出来だった｡予備試験

の合格は次回まで有効なので,五月の本試験を受

けた｡

書取はパーマー氏の分担で,短文20ぐらいだっ

た｡口頭試問の第-室は,岡倉由三郎先生と市河

三言先先で,短い文章を読んで概略の内容を言え

というのであった｡両先生のこわい顔が目に浮ぶ｡

第二室ではブランデソ先生と会話をし,岡田美津

先生が黙って観察して採点された｡プラソデソ先

生は30歳ぐらいで,東京帝大に招聴されて英文学

を講じておられたのだが,微笑を絶やさず,ゆっ

くりとわかり易く話しかけてくださった｡こちら

は言いまちがえて,しまったと思い,どぎまぎし

ているのに,̀Well?'とか G̀ood!'とか言って励ま

してくださった｡このときの感謝の気持は,後年

生徒に対する自分の謙抑の態度を,柳かながら,

促したと思う｡のちに,英国一流の文人として桂

冠詩人に擬せられたプランデソ氏と問答を交すこ

とができたことは,一生の思い出となった｡

Mr.&Mrs.W.J.Whitehouse これより先,大正

十三年四月一日に長野県松本中学校教諭心得を命

じられた｡文検予備試験合格という資格だけで,

天下の名門松本中学 (現松本深志高校)に就職で

きたのほ,その頃全国的に中等学校の増設があっ

て,各科の教員が不足だったからであるが,ずい

ぶんの幸運だった｡尤も,五月の本試験に上京し

たとき,宿に突然福井中学校長が見えた｡有名な

大島先生で,来任を求められた｡当時同校には斎

藤静氏を主任として英語科には研究熱心の俊秀が

集まっていた｡その仲間になれば-廉の研究者と

なったかもしれない｡

ホワイト-ウス先生は旧制松本高校で教えてい

た英国人で,当時30歳にもならなかった｡奥さん

は2年ぐらい前に来朝したばかりで,25歳ぐらい

だった｡本試験の会話に対する準備として,毎週

2回奥さんからレッスンを受けることにした｡日

本語も日本の事情も全く知らない奥さんと英語だ

けで話すことは,申し分ない会話の練習だった｡

外国語教授法など知らないことが却ってよかった

と思う｡プランデソ先生と曲りなりにも会話をし,

文としては欠陥だらけでも,自然の話しぶりを示

すことができたと考えるのだが,それは奥さんと

の暗中模索の会話の中で自然に会得したことだと

思う｡片言の英語で,私の心持まで理解してくれ

る奥さんの,理解力というか感受性というか,そ

の心の働きに驚嘆した｡

文検に合格してから,奥さんと会話の練習をす

る必要がなくなって,今度は先生と日本古典の英

訳を勉強することになった｡それまでは紹介もさ

れず,挨拶もせず,つきの悪い感じでいたのだが,

お世辞は言わなかったが,特に無愛想ではなく,

英国紳士はこんなだろうと思われる重厚な人柄だ

った｡

Wilfrid丁oneWhitehouseとい う姓名だった

が,奥さんは官舎の一階の廊下から階段の上に向

って,大声を張り上げて,̀Joe!'と呼び,三人で三
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時のtea.(お八つ)を楽しんだ｡紅茶だけでなく,

手づくりのケーキが出た.いろいろの種煩があり,

名前の異なるのに興味があったが,みな忘れてし

まった｡女中- と言っても立派な家の出で,高

女卒だったが- その人は食事は別で,一部屋を

あてがわれていて,一緒にお茶を飲むということ

はなかったようで,私には不思議だった｡紅茶に

は練乳が入り,その風味は,それ以後味わった紅

茶とちがい,私には壊しいものとなった｡いつも

角砂糖の数を尋ね,カップを空けるといつも,

Ànothercupoftea?'と尋ね,私はいつも, Ǹo

thankyou.'と答えるのだった｡強いることはなか

った｡三時より遅れて訪ねるときは,grapejuice

を大きいコップで出してくれた｡今のジュースと

はちがう風味だったと思う｡

奥さんの姓名は,LilyMargaretWhitehouseだ

ったが,先生は L̀ily'と呼んでいた｡私と話すと

き,奥さんは先生のことを m̀yhusband'と言うの

に,先生は奥さんのことをMrs.Whitehouseと言

った｡奥さんのほうが馴れ馴れしく扱ったという

ことだろうか｡従って私はいつも,̀yourhusband'

とか ỳourwife'とか言わず,̀Mr.Whitehouse'と

か M̀rs.Whitehouse'と言った｡奥さんのお母さ

んが英国から来て同居するようになった｡一緒に

庭の雑草を抜きながら草花の話をしたが,日本の

老婆と話すのと全 く変わらなかった｡奥さんは

mymotherと言い,先生はMrs.Huxleyと言っ

た｡のちには先生は文芸春秋などを読んでいたよ

うだが,私には英語しか話さず,奥さんも日本語

で買物ができるようになったが,私には英語しか

話さなかった｡

TheTaleoftheLadyOchikubo先生との英訳

の勉強は,始め旧制高校の理科の国文教科書をや

ったが,長篇の起ったものを取 り上げることとな

り,十世紀の落窪物語を始めた｡先ず私が英訳し

てゆく｡それを原文と照合しながら先生が英文を

書き,奥さんがタイプする｡それを私が原文と照

合し,添削して持参し,先生と吟味する,先生が

最終稿をつくり,奥さんがタイプしたのである｡

奥さんは,映画を見るようで,テンポが早くて面

白いと言った｡昭和九年に神戸のJ.LThomson
& CoとロンドンのKegan Paul,Trench,

Trubner&Coから刊行された｡日本では定価5

円だった｡先生は共著にと言ってくれたが,私の

名は何の役にも立つまいとして断ったら,巻頭に

次のように書いてくれた｡Idesiretoexpressmy

greatindebtednesstomycolleagueMr.Eizo

Yanagisawaforhisinvaluableassistancein

translatingthismonogatarifromthetimewhen

he 丘rstsuggested its translathon,W.W.

Matsumoto,May12th,1934.当時5円という

のは高価な本だった｡

｢落窪物語｣の一節

十二月,山に雪いと高くふれる家に女眺めてゐた

り｡

雪ふかくつもりて後は山里にふりはへて来る

人のなきかな

御杖の,

八十坂を越えよときれる杖なれはっきてをの

ぼれ位山にも

などなん有りける｡

広 くおもしろき池の鏡のやうなるに,龍頭,莱

人ども,舟に乗りて遊びゐたるは,いみじうおも

しろし｡上達部,殿上人は,居あまるまで多かり｡

右の大臣殿おはしたり｡かづけ物なん数知らずい

りける｡

ThepicturefortheTwelfthMonthwasofa

ladyadmiringtheviewfrom thewindow of

ahouseinthemountainsindeepsnow.

Sincethesnowfellthus

Sodeeplyhere,hasnoone

Beenabletocome

Topayusavisitherein

Thismountain･villageofours.

Tothewalking-staffwhichwaspresentedto

theoldChhagononthisoccasionwasattached

thispoem-

Weintendthisstaff

Tohelpyouincrossingyour

Eightiethbirthday,

Andtohelpyoutoattain

Yethigherpeaksofhonour.

Itwasverydelightfultoseeontheoccasion

ofthisbirthdaycelebrationtwobarges,with

musiciansonboard,playing,asthey月oatedon
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thepleasant,spacious,calm,mirror-likelake.

Courtiersofhigh rankandhigh ofhcialscame

ingreatnumbers.TheMinisteroftheRight

waspresentand made an unaccountable

numberofpresents.

松本中学野球部長補佐 昭和五年から昭和十二

年まで八年間,毎年三月下旬から七月一杯までは,

琴課後になるとグランドに出て,野球部の練習を

見た｡キャッチボールもできない自分なので,た

だ見ていただけだったが,帰宅する頃はとっぷり

暮れていて,その期間は家の机には蜘妹が網をか

ける有様で,何の勉強もできなかった｡しかし自

分の人間形成にはひどく役に立った｡

高等教員検定試験参考書 高等学校高等科教員

検定試験,略称高検,というのは旧制高校教授の

資格試験で,帝国大学卒業生のうち申請者だけが

在学中の成績によって無試験で資格を認められて

いた｡高等師範卒でも早稲田や慶応の卒業生でも

無資格だった｡毎年受験者のために参考書が発表

された｡年々すこしずつ変わった｡昭和十年六月

発表の試験科目と参考書を挙げる｡試験科目 (1)

英文和訳 (ロ)和文英訳 (,う英文学 (I)英文法 (,iう

英語音声学 卜)言語学概論 (ト)会語及書取 参考
E弓Eヨ

Shakespeare:KingLear;Hamlet;Macbeth;

MidsummerNight'sDream;TheMerchantof

Venice;Othello.Milton:ParadiseLost,Ⅰ-

ⅠⅤ.Bunyan:ThePilgrim'sProgress.Sterne:

SentimentalJoumey.Sheridan:TheRivals;

TheSchoolforScandal.Poe:Tales.Hardy:

TheReturnoftheNative.Galsworthy:The

ForsyteSaga. Palgrave:TheGoldenTrea-

suryofSongsandLyrics.Buchan:AHistory

ofEnglish Literature.E.D.Jones:English

CriticalEssays (19th Century) (World's

Classics,206).P.M.Jones:EnglishCritical

Essays(20thCentury)(World'sClassics,405).

NichoISmith:ShakespeareCriticism(World's

Classics,212).∫.C.Squire:Selectionsfrom

ModernPoets.HerbertRead:EnglishProse

Style.Bloomfield:Language. Jespersen:

The Essentials ofEnglish Crammer.H.

Brandley:TheMakingofEnglish.Vendryes:

Language.Curme:Syntax.Jones:AnOut-

lineofEnglishPhonetics.Fuhrken:Standard

EnglishSpeech.Diberius:England.Wells:

AShortHistoryoftheWorldの類｡｢の類｣を

添えたのは,全部読まない者は受験するなという

のではないことを示している｡とにかく,いつか

は受験しようと,以上の書は揃えようとした｡1

冊数百頁の本が多く,一通 り読むのも大変で,内

容を記憶することは至難だった｡英文学だけは,

英米人の試験官がしらべる為か英文で書くことと

なっていたので,E.GosseのAShortHl'sto叩Of

ModernEnglishLiteratlEreとG.Saintsburyの

AnOutlineofEnglishLiteratu71eを読んだのだ

が,前者を朗読して,その堂々たるリズムの文体

のとりこになった｡これらの参考書を独習するこ

とは当時不満足のものだったが,シェークスピア

や ミルトンの偉大さを垣間見る機縁となったこと

は幸運だった｡

英文日本百科事桑 昭和十三年四月諏訪中学,

現諏訪清陵高校,に転じた｡暫くしてホワイト-

ウス夫妻が東京に移った｡国際文化振興会で編集

刊行しようとしていたこの本の英文原稿の文体統

一の仕事をすることになったのである｡学者が分

担で書いた原稿を何十人かの練達の者が英訳し,

ホワイト-ウス氏が添削して文体を統一したので

ある｡先生の推挙で,自分も英訳を分担すること

になった｡外務省の翻訳官とか高名な英文家など

の英語は飾りが多すぎて困ると言い,君の英文の

ほうが良いと言って,真赤に直した原稿を見せて

くれた｡いわゆる有名人の裏を脱いた思いだった｡

JosephConrad その頃,立派な英文が書けるよ

うになりたいという王統望を持っていた.ポーラン

ド生れで,英国船で働いていただけで,特に英文

の修練をしたこともなかったのに,英文で創作を

書いたコソラッドの事績を知り,自分も可能性を

ためしたいと思ったのである｡今思えば,とんで

もない思い上が りだった.最初読んだのがThe

Arrou)ofGoldで,明快な文体にも魅かれたが,

Ritaという女性の一筋縄では行かない性行が面
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白くなり,英文修練の見本にという大望を忘れて,

次にThe Rescueを取 り上げた.これにもMrs.

Traversとい う女主人公が居て男性に未練を懐

かせるOそれからTheRover,SusPenceと耽読し

た.YouihとTheMirroroftheSeaの描写の美

しきに感激した｡

ThomasHardyTheReturnoftheNativeの中

の自然描写をすぼらしいと思い,TessoftheD'

Urbervillesを読んで,作者と同じく世俗の慣習の

不合理を憤慨した.文学の研究というよりは流麗

な文体に引きつけられたのである｡R.LSteven･

sonのDr.Je々ylland Mr.Hydeや T71eaSuYle
IshZndや AnZnkmdVoyage& Travebwitha

Donkeyなど,またW.H.HudsonのG71eenMan-

sionsや A Shepherd'sLlfeや FarAwayand

LongAgoなど,どれも注釈のない原書で読んだ.

RichardJefferies だんだん自然観察に興味を

覚え,この作家の凝った文章に魅かれて, The

Oz)enairや TheLifeofikeFieldを愛読した.

GeorgeGissingの ThePrivateRuPeysofHenry

Ryec710fiを愛読したのも,英国の田園を楽しむ主

人公に同感したからである｡プランデソ先生の

Mind'sEyeとか TheFaceofEngklndとかに感

激したのも同じ理由である｡

Fifty-TwoNature･Rambles何よりも愛読した

のはこの本で,52章に分けて南英の田園を観察散

策に甥を伴れ出して説明する仕組になっている｡

毎週1章ずつ読むことを20年も続けている｡Wray-

sideandWoodkZndBlossoms(SeriesI&II)

とWaysideandWoodkmdTrees(EdwardStep-

)により,さらに細かく英国の野草木を知ること

ができた｡

Kruisinga.･'AHandbookofPresent･dayEnglish

4vots一番よく読んだ文法書はこれだった.市河

三善氏の ｢英文法研究｣によって,Nes丘eldを盲

目的信仰することから脱却することができた｡さ

らにJespersenの The Essenth7由 of English

Grammerの勉強で英語を生き物として見るよう

になった｡

Encyclopaedia BTiLaTu'ca 14版 24巻 oED

(OxfTordEnglish.Dictional･y)13巻 これらを特別

の書棚を注文して列べて悦に入っていた｡これら

を個人で所有する中学教師は多くはなかったと思

う｡昭和三年碁に家庭を持ったのだが,日常生活

は地味で,無駄づかいはせず,しかし学力増進に

役立つと思う参考書はどんどん買った｡妻は何も

不平を言わなかった｡松本中学という名門校で無

事勤めてゆくためには仕方ないと諦めていたのだ

ろう｡生徒は初め難問をぶっつけたが,えらぶっ

て出鱈目にごまかしたりせず,わからない事は調

べて後で答える姿勢を続けた｡外国雑誌の02才7-

lookとかBookmanとかForim'ghtlyReuieuJと

かAtklnihcMonthlyなどを年間予約で購読 し

た｡勿論十分に読んだわけではないが,刺戟とし

ては役立ったと思う｡

｢露伴全集｣(岩波)12巻 大型の豪華版であっ

たが,小説はかりか,史伝や随筆や評論を愛読し

た｡人生の指針を求めようと考えた｡｢苦境｣｢簡

素治新｣｢快楽｣など飽かず精読した｡

高等教員検定試験 諏訪中学は進学校として好

成績だったが,教員は授業に専念すればよい,坐

徒自治会のことは構うな,というのが以前からの

方針のようで,受験には好都合だった｡自信があ

ったわけではないが受験してみた｡

試験場の文部省に近い赤坂の友人の店に厄介に

なった｡十月中旬だったが,蚊に苦しめられてよ

く眠れず,心身不調だった｡監督は試験官の大先

生だったようだ｡問題は次の通りである｡

高等教員英語科検定試験問題

英語音声学 (英文法,書取を通じて四時間)

1.Givehistoricalreasonsforthefollowhng

phenomenainpronunciation:

(1) lk]isdroppedinknowledge,whileitis

keptinacknowledge.

(2) oinuJomenispronouncedli].
(3) lw]andlh]aredroppedinBentJickand

Durham,whiletheyaresoundedindoor-
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wayandwar･hwse.

(4)heartispronounced〔ha:t〕,not〔ha:t〕.

(5)xisvoicelessinexerciseandvoicedin

exeri.

2.Explainbrieflyhowthepresentinconsist-

encyofEnglishspellinghascomeabout.

3.Givewordsthatproperlyrhymewiththe

following,twoforeach:

(1)truth (2)tolls (3)stranger

(4)cartoon (5)drought (6)host

(7)career (8)matured (9)fruition

(10)create (ll)cleanse (12)refer

(13)pressed (14)benigh (15)pleasure.

4.whatarethegeneralrulesapplicabletothe

useofthestrongformsofprepositions?

5.Transcribethefollowingpassagephoneト

ically,markingword･andsentence-stress:

THEBULLET･PROOFJACKET

AmanoncecalledontheDukeofWellington,

andshowedhimajacketwhichhehadinvented

forsoldiers,andwhich,hesaid,wasbullet･

proof."Ohl" saidtheDuke,"justputitonlH

Thenherangthebell,andsaidtotheservant,

…Tellthecaptainoftheguardtoorderoneof

hismentoloadwithball-cartridgeandcome

here."

The inventorofthe bullet･proofjacket

disappeared,andtheDukewasnevertroubled

withhimagain.

英文 法 (英語音声学,書取を通じて四時間)

1.ExplaintheorlglnOftheInfinitive.

2.Explainthefollowingwordsetymologic-

ally:

(1)Thursday (2)Easter (3)December

(4)Japan (5)English (6)telephone

(7)admiration(8)automobile(9)soy

(10)picaresque(ll)misanthropy(lねtonement

(13)centipede (14)Utopia (15)benevolent.

3.Explainthefollowing,givingexamples:

(1)AttributiveNoun (2)Group･Genitive (3)

ObjectofResult (4)Dativeoflnterest (5)

Splitln丘nitive.

4.Discussthefollowingsentenceswithregard

totheuseofcase:

(1) Letlovebeblamedforit,notshe,norI

(Tennyson).

(2) HimIaccusethecityportsbythishath

enter'd(Shakespeare).

(3) 'Tisnotthywealth,butherthatI

esteeme(Marlowe).

(4)Thissamescull,sir,wasYorick'sscull,

thekindsjester,-(Shakespeare).

5.Filluptheblankswithappropriatepreposi-

tions:

(1) ( )nomatterwhatrisk,thething

mustbeaccomplishedquickly.

(2) Seetheinvalidproperlycared( ).

(3)Ihavebeen( )agreatdealoftrouble

andexpense( )hisaccount.

(4)Theenemysustainedloss( )loss.

(5) Heisclose( )sixtyyears( )age.

(6)Ihavemanytasks( )myhands.

(7)Itisnot( )mantoresistsuch

appeals.

(8)Thecoatfitsyou( )anicety.

(9)Thissortofthingcannotbeputup

( ).

(10)1hadnotimetositdown( )my

dinner,andate( )snatches.

(ll)Iwillemployhim ( )way( )

experiment.

(12)Heisquick( )pickinguplanguages.

(13) Theywere( )daggersdrawn( )

eachother.

(14)Helefttheuniversitywithouttakinga

degree,( )theview( )becomingan

artist.

書 取

Theworksofthelesserwritersoftheseven-

teenthcenturyshowtheriseofanewspirit,

foreigntothetimesofShakespeare,-aspirit

ofobservation,ofattentiontodetail,ofstress

laiduponmatteroffact,ofboldanalysisof

feelingsandfreeargum entuponinstitutions;

themicroscopeofthemenoftheRestoration,

asitwere,layingbarethedetailsofdaily
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objectsandsupersedingthetelescopeofthe

Elizabethansthatbroughttheheavensnearer

earth.Noonewordwill丘nallydescribeit:in

itsrelationtoknowledgeitisthespiritof

science,toliteratureitisthespiritofcriticism;

andscienceandcriticism inEnglandarethe

creationsoftheseventeenthcentury.The

positivetemper,asopposedtothemystic,is

everywhereintheascendant,inspiteofthe

imaginativeaberrationsofthemoreextrav-

agantreligiousand politicaltheorists.In

literatureillustrationsaremany;thussatire,

whichintheageofElizabethwasthe-pastime

ofveryyoungmen,who"railedonLady

Fortuneingoodterms,〟becamedeadlyearnest

aftertheCivilWars,inthehandsofmenlike

Cleveland,01dham,Marvell,Butler,and

Dryden,wholeftNatureandFortunewiththeir

withersunwrung,andaimedatthejointsinthe

harnessoftheirenemies.Thusimaginative

works,thegood,aswellasthebad,were

exposedtoarunning丘reofburlesqueand

parody,andreputationsweremadeontravest-

iesofHomerandVirgil.Thus,too,thedrama

turnedawayfrom thebroadtreatmentof

humannatureandthesearchfornewemotional

situationscarriedsofarbyWebsterandFord,

tothehumblertaskofsocialportraitureand

themimickingofindividualfoibles.

英 文 学 (言語学概論を通じて四時間)

(1) Candidatesshouldwyitetheirnumberoneach

sheet.

(2) Answe7SShouldbewyitEeninEnglish.

(3) CkndidaEesshould begineachansweyona

sepaTdesheetofI)aper.

1. LegouissaysofEnglishliterature,"Ithas

shown,perhaps,agreatercapacitythanany

otherliterasureforcombiningaloveof

concretestatementwithatendencytodream,

asenseofrealitywithlyricalrapture.Itis

characterized by loving obseⅣation of

Nature,bya.talentfordepictingstrongly-

markedcharacter,andbyahumourthatis

theamusedandsympatheticnotingofthe
contradictionsofhumannatureandtheodd

aspectsoflife." Illustratethisgeneraliza-
tion.

2.Give,intwentylineseach,yourapprecation

ofanytu)ooftheplaysofShakespeare.

3."Theeighteenthcenturywasoneofthe

greatagesoftheEnglishiheat71e."

"ExceptforGoldsmithandSheridan,the

d71amainthiscenturywasdead."

Adjudicatebetweenthesetwostatements,

Orattemptareconciliationbetweenthemif

youthinkthatispossible.

4.Writeadetailedappreciationofthepoem

thatyouadmiremostofthosewritteninthe

tweIltiethcentury.

5.Inwhatconnectionwereanyjveofthe

followingsentencesused,andhowcharacter-

isticweretheyoftheirauthors?

(1) Fleefrotheprees,anddwellewith
sothfastnesse.

(2)A gentleKnightwasprickingonthe

plaine.

(3)Herlipssuckforthmysoul:Seewhereit
flies.

(4)How beautifulmankindis!0 brave

newworld!

(5)Readingmakethafullman,andwriting
anexactman.

(6)Exceptacornofwheatfallintothe

groundanddie,itabidethalone:butifit

die,itbringethforthmuchfruit.

(7)Sonorousmetalblowingmartialsounds.

(8)A mobofgentlemenwhowrotewith

ease.

(9)Oats,a grain which in England is

generallygiventohorses,butinScotland

supportsthepeople.

(10) Bythesoul

Only,thenationsshallbegreatandfree.

言語学概論 (英文学を通じて四時間)

1.Explain:(1)clipping,(2日itotes,(3)meton･

ymy,(4)ornamentalepithet,(5)cenium･and
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satem･languages.

2.Givethesourcesofthefollowingborrowed

words:

angel, bask, beef,

cinema, coffee, easel, negro,

opera, slogan, street, tea,

tobacco,tungsten,wine.

3.Giveabriefhistoryofthecompilationof

the"oxfordEnglishDictionary."

和文英訳 (英文解釈を通じて四時間)

5.若かった時分,知合ひの隠居の誰彼が,老眼鏡

を掛けて,きざみ煙草を吸ひながら,一枚の新

聞を丹念に読んで,鵜呑みにした新聞記事を根

拠に,家族や隣人に向って,政治,外交,軍事

その他について感想を洩らすのをたびたび見た

ことがあったが,私も老いて,あの人達のやう

になったのかと感慨に耽ることもある｡

6.芭蕉がある夜許六の家へ行く途中,彦根附近

の野原で,追割に脅かされて,布子を脱いで,

それに与-た｡然るに後日その追剥が彦根の少

年を通じて,その衣服を芭蕉に返して来た｡少

年の話に,その賊は犬神五郎といふ大賊だが,

あの野原で芭蕉を-討にして有金を奪ほうとし

てついて釆たが,どうしても討つ機会が得られ

なかった,さういふえらい人から物を奪ったの

は相済まぬ,と言って衣服を返して来たのだと

いふのである｡作り話の庭もあるが,芭蕉のど

こかにさういふ所があったのだらう｡

英文解釈 (和文英訳を通じて四時間)

1.Pa71aPhylaSethefollowingsonnet:

Letmenottothemarriageoftrueminds

Admitimpediments.Loveisnotlove

Whichalterswhenitalterationfinds,

Orbendswiththeremovertoremove:

0,no!itisanever･丘Xedmark

Thatlooksontempestsandisnevershaken;

Itisthestartoeverywanderingbark,

Whoseworth'sunknown,althoughhisheight

betaken.

Love'snotTime'sfool,thoughrosylipsand

cheeks

Withinhisbendingsickle'scompasscome;

Lovealtersnotwithhisbriefhoursand

weeks,I

Butbearsitouteヤentotheedgeofdoom.

Ifthisbeerroranduponmeproved,

Ineverwrit,nornomaneverloved.

2.ParaphrasethefollowhngI)assage:

Itisahappythingthatthereisnoroyal

roadtopoetry.Theworldshouldknowby

thistimethatonecannotreachPanassus

exceptbyflyingthither.Yetfromtimeto

timemoremengoupandeitherperishinits

gullies札ltteringexcelsiorflagsorelsecome

downagainwithfullfoliosandblankcounte-

竺璽堅塁･Yettheoldfallacykeepsitsground･

Everyagehasitsfalsealams.

muZtisthethemeofthispassageP Write

itinyourouJnPh7inEnglish.AndexpkZinthe

meaningoftheunderlinedphylaSeS.

3.T71anShZteintoJapanese.･

Theconventionalfarm･folkofhisimagina-

tion-personifiedbythe pitiable dummy

knownasHodge-wereobliteratedaftera

fewday'sresidence.Atclosequartersno

Hodgewastobeseen.… Thetypicaland

unvarylngHodgeceasedtoexist.Hehad

beendisintegratedintoanumberofvaried

fellow･creatures-beings ofmany minds,

beingsinfiniteindifference･,somehappy,

manyserene,afewdepressed,onehereand

therebrighteventogenius,Somestupid,

otherswanton,othersaustere;Somemutely

Miltonic,some potentially Cromwellian;

intomenwhohadprivateviewsofeachother,

ashehadofhisfriends;whocouldapplaud

orcondemneachother,amuseorsadden

themselvesbythecontemplationofeach

other'sfoiblesorvices;meneveryoneof

whomwalkedinhisownindividualwaythe

roadtodustydeath.

l椛 OisspokenofhereP lnyishenowa

boayderata daわ･man'sP Anno由te the

woydsunderlined.

4.T71anSklteintoJapanese:

ToanymeditativeMagianrover,this
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serenePaci丘C,Oncebeheld,musteverafter

betheseaofhisadoption.Itrollsthemid-

mostwatersoftheworld,theIndianocean

andAtlanticbeingbutitsarms.Thesame

wavewash themolesofthenew-built

Californiantowns,butyesterdayplantedby

therecentestraceofmen,andlavethefaded

butstillgorgeousskirtsofAsiaticlands,

olderthanAbraham;whileallbetweenfloat

milky-waysofcoralisles,andlow-lying,

endless,unknownArchipelagoes,andimpene-

trableJapans.Thusthismysterious,divine

Paci丘czonestheworld'swholebulkabout;

makesallcoastsonebaytoit;seemsthe

tide･beatingheartofearth.Liftedbythose

eternalswells,youneedsmustownthe

seductivegod,bowingyourlleadtoPan.

Wn'tenotesontheu)ordsunderlined.

口述試験

第一室

noman'sland

ukulele

debunk

ldo

eX-SerVICe

debutante

musicalchairs

Jlg-Sawpuzzle

Brailletype
bestman

BigBen

biochemistry

slimming

red-letterday

hermaphrodite
abalone

entasis

Eire

zeitgeist

Nemesis

FleetStreet

Ch主natown

chit

goldenmean

hydrophobia

red･tapism

Vandalism

Valhalla

earmark

presentationcopy

AranIslands

baroque

Romulus and

Remus

Ossian

Thucydides

femininerhyme

iambictetrameter

ブロック

グ ロッキー

ジ ッパ

ゲ リラ

ヨッ ト

道教

孟子
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who'swho

Baedeker

bufferstate

第二室

Ⅰ.Renaissance時代のHumanism,Human･

ities,Modern Humanities, Humanitar-

ianism,NewHumanism.

ⅠⅠ.Lyricpoetry.

ⅠⅠⅠ.指定書中,殊にShakespeareについて｡

第三室 (豊田博士の分のみ)

1. (a) agreenhouse

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

1

1

(b) agreenhouse

mankin°

unintelligibility

dissolve

potentiometer

alternate

Corps

COnJure

慧

I

e
d

C
委 員 講 評

本年度高等学校高等科英語科教員検定試験は十

月十四日から十九日迄行ほれた｡始め三日間九

時から一時まで筆答試験｡第一日は九時から二

時間半英文法及書取｡一時間半音声学｡第二日

は二時間英文学,二時間言語学概論｡第三日二

時間半英文解釈｡十八日に第一次の合格発表が

あり,76名 (この中12名欠席)中31名だけ合格

となって,十九日の口述試験を受けた｡口述第I
一室は市河博士で約十五分.第二室が斎藤博士

で,約十五分｡第三室は豊田博士とPickering

氏,各七･八分で計十五分位の割合｡

十九日夜口述試験の済んだ後Pickering氏を除

く三検定委員に承った御話を記すと大略下の様

になる｡

検 定 委 員 の談 話

音声学の1.はJespersenのEssentiaLsの始め

の方にあるのだが,今度始めてかういふ性質の

題を出したせゐか出来はよろしくなかった｡2.

は指定参考書のRipmanにも説いてあり,又英

語教育叢書の中に市河博士の書かれたものにも



あるが,系統的に考へて居ない人がかなりあっ

た｡3.は概 してよく出来て居るが,中には,

rhymeの意味が明瞭に解ってない人もあり,又

hostとcostとをrhymeする様に考へて居る

人もあった｡5.はsentence-stressを全然知ら

ない人があった｡英文法の2.は例へはグリー

ク,ラテン等に基くものをその原語を精確に書

く事を要求したのではないが,グリーク,ラテ

ンの区別のideaさへもない人も少数ではある

があった｡4.は易しいのに割合出来がわるく,

discussす可き点を掴めない人もあった｡5.ち

易しい様だが中々出来ないO殊に,(5)のupon

(oron),(7)のiれ(若しforならは次がaman

とある等),(8)のto,(10)のbysnatches,(ll)のby

wayofなど困難の様であった｡

英文学の 1.は参考書の終 りの方にあるpas･

sageであるが,読んでなくとも,説明出来さう

に思はれる｡Illustrateとあるから作者や作品

を挙げて説明すればよいのにparaphraseした

人もあった｡5.は十題の中五つを選ぶのだから

楽な筈だけれども,四題迄正確に答へた人が一

番よかった｡

言語学概論の問題の中で,本当に言語学の題は

1.の(1)と(5)位のものである｡2.では,言葉の

sourceと物のsourceとを混同した人が沢山あ

り,negroをアフリカの言葉とし,sloganをロ

シア語とし,tungstenを蘭領印度の言葉とし,

wineをフランス語とした人もあった｡teaの語

源の明らかでない人もあった｡3.はBaughの

英語史にも研究社英語学辞典にも出てゐるが,

答案の出来は概してよくなかった｡〟.且か.と

同一なのか何うなのか不明瞭な人も見えた｡

全体として,英文で害かないでもよいものを英

文で書いた為に,不明瞭になったり,不足にな

ったり,間違ったりして,不利を招いた人もあ

った｡

和文英訳は中々困難で,5.の ｢隠居｣だとか,

｢きざみ煙草｣だとか,｢感想を洩らす｣とか困

った様である｡｢煙草を吸ひながら感想を洩ら

す｣のか,｢煙草を吸ひながら新聞を読む｣のか,

中々六ケしかった.中には色々なものを入れて

長くしたのや,spellingの出来ないのもあった｡

英文解釈では,訳した時には満点の様でも,註
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釈となるといけない人があるが,之は,教室で

質問を受けるとしどろもどろになる人であるま

いかと思はれる｡1.はShakespeareのsonnet｡

2.はHopkins｡3.はTess.之は参考書で,読ん

である筈であるから,AngelClareやHodgeな

どの説明も出来る筈である｡some mutely

Miltonic...はGrayのElegγを響かせた もの

であり,theroadtodustydeathはMacbeth

にある.4.はModyDickの一節｡Abrahamを

人質の祖先だと書いたのが非常に多かった.

ArchipelagoesとJapansとに就いて単数複数

の区別を無視 して居る人が多かった｡又,

impemetrableをinvulnerableと説明する人も

多かった｡

書取は,英文法の時間中に三十分程割いて

Pickering氏が行った｡

口述第一室の市河博士の話題は,新聞雑誌等に

散見する常識語で,片仮名のは英語の綴,道教

以下は英語で何といふかを尋ねた｡平均半分出

来た様であるodebunkとchit(hotelなどの用

語)とは一人も出来なかった｡田舎で勉強して

居る人にはukuleleとかd6butanlほなどは不

利らしい.遊戯のmusicalchairsは実際外国で

やった経験のある人が一人だけ出来た｡bioche･

mistryのbio･が何であるか中々解ってない人

があった｡Eireが出来ない人が案外多かった｡

slimmingも不出来であった｡Baedekerを知ら

ぬ人もあり,goldenmeanのmeanが何である

か不明瞭な人もあった｡hydrophobiaなど,請

源が色々に組み合されて出て来るので知って届

きうなものである｡RomulusandRemus は｢昨

日日比谷で見て釆ました｣といふ人もあった｡

第二室で斎藤博士がたづねた問題の うち,

HumanismについてはそれとRenaissanceと

の区別やHumanitiesの意味をあまりはっきり

と答-なかった人がかなりあった｡

第三室では,Pickering氏の,英語を教へた経験

は何うか,英語と英文学と主としてどちらに興

味があるか,何んな本を読んだかとか尋ね,莱

語英文学に就いて問答をした｡豊田博士は別掲

の十一項目に基づいて,発音,stressの位置,或

る語におけるその規則及びstressの位置や語

尾の発音の差と意味との関係等を尋ねた｡a



greenl10uSeとagreenhouseのstressの相違｡

mankindでstressが後にある時と,前にある

時｡unintelligibilityのprimarystressの位置及

びかゝる語尾の語のstressの規則｡こんな様な

事を尋ねた｡-meterで終る語｡dissolveの場合

のやうにSが重なって居て〔Z〕に発音される例

を挙げることには困った人が多く,excuseは

名詞と動詞とで語尾の清濁を異にするがstress

は共に後にあるのに,名詞の時はstressが前に

あるやうに思ってゐた人もあった｡

最 後 のcloseは形 容詞 の 〔klous〕,動 詞 の

〔klouz〕は知ってゐても,名詞に用ひられる場

令,意味によって 〔klouz〕と 〔klous〕と両方

あることを知らない人が多かった｡

(文責在記者)

4時間連続は身にこたえ,帰っても部屋に上が

れない程の疲労だった｡筆答試験に合格して,

三日後に口答試問を受けた｡第-室の市河先生

の分は辛 うじて半分はど正答,第二室の斎藤先

生の質問には殆んど答えられず,散々の出来だ

った｡第三室ではまあまあの出来だったと思う｡

十一月下旬に14名の合格者が官報に発表され

た｡その中に入って,自分もびっくりした｡検

定委員の先生方に挨拶をするでもなく,年賀状

を差し上げるでもなく,情実には無頓着の私だ

った｡

戦中戦後 昭和十六年四月松本中学に戻ること

になった｡それからの5年間は最悪の時期で,

新設医尊に校舎を明け渡せという命令があって

大騒動が起った｡また敗戦直前に父母が続いて

逝くという不運があった｡昭和二十年十一月ご

ろだったか,地域中等学校から教練用の小銃な

ど全部が旧歩兵五十聯隊営庭に運ばれ,山のよ

うに積んで燃やされた｡燃えつきる2時間ばか

りチェース中尉という若いアメリカ将校と久し

ぶりに英語を話した｡嬉しかった.Ochikuboを

贈ったら,HenryJamesの TheAmbassadws

をくれた｡難解で有名な傑作を海外進駐に持っ

て来ていたことに舌を捲いた｡一緒にくれたチ

ョコレートは,甘味に飢えていた4人の子供た

ちを喜ばせた｡その年の暮,校長が水戸高校(現

茨城大学)教授に推挙したいがと言われたが,
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戦後の物情騒然としている時で,赴任の勇気が

湧かず,結局昭和二十一年四月屋代中学の教頭

として拾われた,というのは医専紛争の後任末

の一つだったのである｡翌二十二年に六･三･三

制が発足して,戸倉町立戸倉中学校長とされた｡

自分には校長などは勤まらない,一人の英語の

教師にすぎないと言っても駄目だった｡戸倉町

は生れ育った所なのでいろいろの事があった

が,割愛する｡英語の授業は全て引受け,また

近隣の中学校英語担当者をまとめて,近い町の

カナダ女性宣教師から英会話の指導を受ける世

話をしたりした｡校長の仕事は校長の経験のあ

る教頭に任せた｡

当時,信濃教育会と県教組は合体すべLという

議論が起こり,賛否で小中学校の教員は大揺れ

だった｡両者は,友情で結ばれていながら,同

時に対立すべき二つの組織でありたい,という

のが私の考え方だったが,誰も聞いてくれなか

った｡ある日,アメリカ軍政部の長野県担当の

教育官MissLeeが突然ジープで乗 りつけた｡

あいにくと言おうか,折よくであったか,全生

徒が大きな一室に集まって生徒会をしていた｡

通訳と二人をそこに案内して,挨拶をしてもら

った｡廊下を歩きながら,毎朝始業前30分ずつ

生徒の希望者を集めて英語の補習をしているな

どと英語で伝えて,自分ではかなり楽しかった｡

ホワイト-ウス夫妻と十数年の交際によって,

英米人との会話を楽しむ心構えが具わっていた

ということだろうか｡ リーさんは長野へ戻 り県

庁へ行き,教育部長か誰かに,戸倉中学校長の

柳沢を重く用いたらどうかと提言したらしい｡

軍政部の提言は命令であった｡自分は当時何も

知らず,あとで伝え聞いた話である｡そのため

翌年三月三十日の本庁視学として転出の内示が

あったのを断るという悶着が起きたのである｡

埴科郡小中学校長会というのが,月に-,二回

あり,祝学が何かと上意下達の話をした｡校長

の大部分は長師出身で,畑ちがいの私が突飛な

発言をして質感を買っていたようだ｡しかし視

学も長老たちも,私が英語をしゃべって,直接

進駐軍と接触できるというので,いくらか煙た

がっていたのかもしれない｡フォックス大佐と

かいう関東教育部の高級将校が来て,県内の有



力者が集められたとき,怪しいものではあった

が英語で意見を述べたのは自分だけである｡そ

のためか,戸倉中学校は周囲の校長たちの清疑

の的となり,スパイ網に囲まれた孤島になり,

力強い教員組織は困難となった｡祝学の指導に

背いて,県外である日光へ修学旅行をしたこと

などが響いたのかもしれない｡自分は陸へ上が

った河童の感を深めた｡

昭和二十四年四月,視学の忠告もあり,自分で

も白旗を掲げた恰好で,上田松尾高校教諭に転

じた｡しかしその年の十月,長野女専校長の佐

藤先生から,翌年開校 (名称内容変更)の長野

県短大の講師就任の悠漁があった｡先生は松本

中学から諏訪中学に招いてくださった方であ

る｡天にも登る気持で承諾申し上げたが,上田

松尾高の都合がっかず,翌々年春まで勤め続け

た｡

ⅠⅠⅠ 大学の助教授 ･教授の時代

長野県短期大学 この学校における15年は,研

究者として,最も充実した期間で,ほんとうに

幸福な時期だった筈であるが,昭和二十五年四

月助教授として就任してから四年目の碁に次女

たつ子の逝去という不幸があった｡敗戦後の食

糧事情による腎不全のため昭和二十三年初頭発

病以来,6年の闘病の甲斐なく亡くなった｡妻

はその間外出することなく看病を続けた｡

さすが県立女子専門学校の後身で,万事整備が

行き届いていて,文科英語専攻の定員は30名ぐ

らい,木造校舎の中で,腰掛けて声を張り上げ

ることなく,英米文学作品を,十分予習して来

た学生を相手にして,読むのは喜ばしいことだ

った｡自分の感受性の不足を学生によって補っ

てもらうことが屡々だった｡英語教授法とか英

語音声学とかを,担当の関係で,勉強しないわ

けにはゆかず,結局自分の為になった｡

｢長野県指導要領 (中学校)英語科編｣ 昭和二

十四年ごろ長野県指導要領審議会というものが

できて,私はその委員の一人にされた｡各教科

に分科会ができ,数名の委員がっいた｡青木誠

四郎氏が新しいアメリカの教育理念について指
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導してくれた｡単元学習とはどういうものかな

ど辛うじて理解した｡委員の多くは小中学校の

優秀な校長や教員で,新教育に対する熱意に燃

えていた｡私はその方面の素養に乏しく,一人

だけ場違いの感じでいた｡青木先生も英語のこ

とはわからないと言って,指導が遠慮がちだっ

た｡C.C.Fries-Teaching and Learmng

EnglishasaForel'gnLanguageによって言語

の本質や教育方法について目を開けてもらっ

た｡これに単元学習の考え方を取 り入れて系統

表を作ったりし,あとで文部省方面では注目し

てくれたそうだが,当時の中学の英語担当者の

かなりの部分が所謂プロの研修を経ていなかっ

たので,現実はなれと考えられて,敬遠されて

しまったようである｡中学 ･高校 ･大学の経験

があると言うので,表面的には適任というわけ

だったようだ｡菊判三百余貢にぎっしり詰めた

ものがとにかく県教委から昭和二十九年に刊行

された｡松峰隆三氏その他の厄介になった｡

SomeFeaturesofAmericanPronunciation(長

野県短大紀要4号,昭和27.3) アメリカの発音

の特徴のうち,二つを取り上げて考察した.The

AmericanEve7ydayDictionaW の全巻から,

bridle〔braidal〕というように子音の前にaの

音をはさむ諸種の現象とclarify〔klかafai〕や

Ceremony〔S6ramauni〕というように第2アク

セントを置くもの諸種を列挙した｡Prof.Jones

は前者を外国人の犯す誤と指摘したものであ

る｡

Pro†.MHler 昭和二十七年八月,アメリカ研究

セミナ-というのが東大にあり,文学のクラス

15名の中に入れてもらい,--バード大学のミ

ラー教授のゼミに約 1カ月参加した｡級長格は

上智大の刈田教授,特別に東大の西川教授や津

田塾大の高野フミ教授が参加した｡レベルの高

い研修で,あまりアメリカ文学に親しんでいな

かった私には大変役に立った｡

NotesonTheGrandDesign(長野県短大紀要5

号,6号,昭和27,12,昭和28,ll) アメリカ

現代の小説家JohnDosPassosの近刊の大冊



で,ニューディールや世界第二次大戦を扱った

ものだが,一応その形態を考察した｡

ATeachingUnitfortheReadingofHawthornein

Class(長野県短大紀要9号,昭和30.3) 単元

学習の考え方を,ホーソンの短篇The birth･

markなどを教室で講読する場合に応用する試

案である｡受験英語流の記憶に重点を置く方法

とは全く違 う,すごく理想主義的な提言で,普

ず実験されそうにない案であった｡

TheStructureoftheHamletandRatlifrsPer-

sonality,withSomeReferencetotheJapanese

Haikai(長野県短大紀要11号,昭和32.1) 昭和

30年8月,アメリカのノーベル賞作家ウィリア

ム･フォークナ-が日本に来るという新聞を見

て,信じられなかった,まして長野に来て10日

も滞在するということは信じられなかった｡し

かし,現実にやって来て,街を大股に歩く姿を

見たり,問答を交したりできたのだった｡全国

の大学からアメリカ文学の研究者50名く小らいを

集めてゼミを開催したのだった｡アメリカ国務

省の肝煎だった｡長野市付近に住み,英語を多

少話す者が20人ほど集って,-宵会談をさせて

もらった｡次はその-駒である｡

Q :Whichoneofyourworksdoyou
adviseustoread丘rst,andwhichnext?

F :Thank you,thatwas very good

English.Ⅰ'mashamedwhenIhearthe

Japanesepeoplespeakmylanguage,and

lcan'tspeaktheirs.Iwouldsuggest-

thetitleisIntnEderin theDust.I

suggestthatbecausethatdealswiththe

problemwhichisimportantnotonlyin

mycountry,but,Ithinkimportanttoall

people.

この質問者は,私が県短大で教えた若いOLで
あったが,フォークナ-は丁重に応待して顔にも

声にも誠実さが溢れていた.この人柄に魅せられ

て,先ず TheHamletを読んだ｡この作品はフォ

ークナ-の小説技法の典型のような所がある｡四

篇から成っているが,それぞれが独立した短篇の

ような感じがする｡フォークナ-は長篇を書く能

力が乏しいという批評さえあるのだが,はらはら

の挿話を列べたように見えるが,作品の意図は一

つの筋の通った物語を書 くことでなく,アメリカ

南部の農村に生きる者が持つその地理歴史に対す

る実感と同じ渾沌とした印象を読む者に伝えよう

としている｡

ばらばらの小説をつなく･役目をしているのが

Ratliffというミシンを売ったり,農具を周旋した

りして,村から村へ廻る行商人である｡噂を聞い

たり話したりするのは極めて自然と考えせれる｡

トマス･ノ､-ディのTheReturnoftheNaLiueの

中のDiggoryVennとよく似た性格を持っている

と思う｡どちらも女性に恋されることはないが,

信用される不恰好な男である｡このRatliffが数珠

をつないでいる糸なのである｡善意に満ちた性格

と小説の中の役割とが結び合って,揮沌を貫く一

道の敏光となっている｡

フォークナ-の小説の構造と日本の俳階の形態

とに共通点があると気づいて,その考察を加えた｡

芭蕉の俳階理論を素人流に理解して,それぞれの

句が独立していながら,前後と微妙に関連し,全

篇を統括すると予想外の感慨がもたらされるので

ある｡この考察はフォークナ-のいろいろの小説

の構造の理解と鑑賞に有効と考えた｡

TheTreatmentofNatureintheYoknapatawpha

Novels(長野県短大紀要13号,昭和33.12) フォ

ークナ-は郷里 ミシシッピー州北部を舞台にして

長短篇をたくさん書いた｡昔のもの,今のもの,

いろいろであるが,その舞台をTheYoknapataw-

phaCountyと名づけたのである｡彼は日本に来

て受けた一番強い印象は景色の美しきであると言

っているし,彼ほど天険に喜びを示す作家はアメ

リカにないと言われ,自然描写の鮮やかさは彼の

特徴の一つと言える｡私が魅せられたのもその点

が第一だった｡作中の人物と背景の自然との関係

を五つに分けて考察した｡(1)sympatheticnature

(2)juxtapositionforcontrast(3)juxtaposition

foremphasisandinterpretation(4)thehuman

femalefleshasthecenterofnature(5)nature

sketchingfortheexpressionoftheauthor's

philosophy.付録として,主要7小説の中に出て

くる動植物全部を表示した｡
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TheMary-JosephSituationinWiHiamFaulkner's

Nove一s(長野県短大紀要14号,昭和34.10) フォ

ークナ-のLight in Augustの中で,Byron

Bunchは,他の男によって妊娠 しているLena

Groveがその男LucasBurchを捜すのに献身的

に協力し苦労する｡また WlldPalmsの中の Òld

Man'の中の背の高い囚人はミシシッピー河の洪

水の中で己れの命を危くしつつ,乳児を伴れた女

を助け,その後刑務所に戻る｡フォークナ-自身

も,数年間憧れていた二歳年上の女性が他の男と

結婚して上海に行ってしまう,その後離婚し,2

児をつれて帰郷する,その人と結婚して幸福な家

庭をつくっている｡このような状況を聖母マリア

とヨゼフとの関係であると考え,MaryJoseph

situationと名づけた｡妊娠した女性のDoomに

対する従順,介抱する男性の犠牲的助力について

考察した｡

TheMary-JosephSituationintheTrHogyofThe

Hamlet,TheTown,andTheMansIlon(長野県,5大

紀要15号,昭和36.1) 聖母マリアとヨゼフが当時

の伝統的信仰と慣習に盲従せず,受胎告知に敬慶

に従ったことは,counter-conversion(正統を敢て

離れて,地鉄に落ちても構わないと覚悟すること)

の一種と考えた｡これは妊娠 ･出産 ･育児という

天与の使命を負っている女性には覚悟ができる

が,男性には困難であるとフォークナ-は信じて

いるようである｡三部作の主人公はEulaVerner

という女性であるが,肉体美の権化で,地域の道

徳的慣習な ど無視 している｡彼女の夫Flem

snopesはそ の物欲 に よ り,弁 護士 のGavin

Stevensは社会的常識と道徳理念により,大悟一

番の踏切りができない｡

Reibunsha'sEnglishDictJ'onaryforHighSchoo/

｢学習英語辞典｣ 長野市の令文社に頼まれて高

校生用の英和辞典を編集した｡松蜂隆三氏が企画

と資料選定をし,多数の高校教師に原稿を依頼し,

私が全部の原稿を添削し,記述の統一に当たった｡

1,314頁全部に目を通したのである｡昭和三十七年

三月刊行された｡手前味噌を言わせてもらうなら

ば,英和双解になっているが,英文の定義と日本

文の定義は相補うようになっていて,例文はま年

別の訳がついていて,-それらを読み合わせると,

その単語の意味がよくわかるようになっている｡

Semantics(詰義学)の考え方の応用であるが,忙

しい生徒たちには凝 り過ぎていたかも.しれJi:い

が,プロの英語教師には感服する人もいた｡例え

ば,fuelの説明は ｢① (anything thatcan be

burned to make a ‡iSefulカre 燃料) ②

(anythingthatkeepsuPorincreasesafeeling

感情をあおるもの)- Herinsultswerefuelto

hishatred.彼女からの侮辱が彼の憎しみをいっ

そう燃え上がらせた｣としてある｡

付録の中の ｢補充要語｣25頁,｢英語の文型｣27
貢,頬別日常語 46頁などは教師の問で評判にな

ったらしい｡

TheSubconsciousWirIRebel--AnExplana･

tionoftheFailureofPI'erre(長野県短大紀要16号,

昭和37.3) ｢白鯨｣の作者/､-マン･メルヴィル

紘,その世界五大小説の一つを書いたあと,Pierre

を書いたが,これは失敗作と考えられている｡失

敗の原田は,当時のメルヴィルの精神の混乱であ

るとし,それは彼の意識と潜在意識との闘争,宿

教徒の伝統と予言者の情熱との相魁,母-の愛着

と父の思い出との乱陳,母と妻に対する愛のもつ

れがもたらしたと考察し,当時のアメリカ社会が

ModyDickという傑作を理解する力を欠いてい

たことに対する失望が苦悩を倍加したと考察し

た｡

WhatDoesa L̀iteraryNaturelist'Mean?一一

NatureinLiterature(長野県短大紀要17号,昭和

38.2) アメリカの各地の山野を抜渉して,動植物

を観察 し,自然現象を説明するEdwin Way

Tealeは North with the SpringとAutzLmn

ac710SSAmericaとJourneyintoSummerという

旅行記があるが,aliterarynaturalistという撞着

表現の名で呼ばれている｡文学と自然との関り合

いの種々相を考察し,RichardJefferies,W.H.

Hudson,GilbertWhite,CharlesDarwin,R.L

Stevenson, Henry D.Thoreau,Edmund

Blunden,George °issing,Joseph Conrad,

William Faulkner,ThomasHardy,William
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Shakespeareの作品に言及し,日本人の眼で読ん

だ印象を述べた｡

B̀Iinkerism-inLanguageLearning(長野県短大

紀要18号,昭和39.1) 外国語に習熟するには,特

に入門の頃には,耳とロを使って素直に真似るこ

とが肝腎であるが,入門期の中ばから,なるべく

早く辞書を使 うようにし,幾つかの語義のうちか

ら最適のものを選ぶ作業をさせるべきである｡従

来translation(訳すということ)は古くて有害で

あると言う人々が少なくない｡通訳養成の場合は

別として,国民大多数を対象にする教育を考える

とき,辞書を利用して頭の鍛練をすることは軽視

できない｡フランスでラテン語という死語を必修

とすることによって,論理的思考が養われると説

いた前田陽一氏の考えを展開したものである｡

淀川郁子女史とML'ssMarl'eForstef長野県短

大の同僚に淀川さんがいて,ジョージ･-1)オッ

トー筋に研究していた｡義弟は工藤好美教授で,

Middlemwchという大作その他共同で翻訳を果

たされた｡原作と照合してみると,一語一語選び

抜かれて,弛みなく,見事な国語に移されている｡

世間に氾濫している粗悪な翻訳とは異質の出来で

ある｡女史の温雅な学究的姿勢から多大の感化を

受けた｡フオステルさんとは毎週一回の会話を楽

しみ,いろいろと親切な教示を受けた｡英語研究

室には,はかに間島定雄氏がいて,雰囲気は好学

静穏で,今思っても懐しい｡

WhatDidFaulknerMeanby-Honor?(長野県

短大紀要19号,昭和40.4) フォークナ-は1950年

にノーベル賞を受けるときの挨拶の中で,honor

は人類を永続させて来た大切な性質であるとして

いる｡社会の道徳的慣習を守ることによって

honorは授けられるという社会学の考え方と世間

一般の定義を紹介し,Wild Palmsの中のthe

convict,TheUnuanquishedのBayardSartoris,

AsILayDyingのtheBundrens,TheMansion

のMinkSnopes,Absalom,AbsalomのThomas

Sutpen,TheHamlet,TheTouJnとTheManion

の Flem Snopes,短 篇 H̀onor'の Buckと

Howardのhonorに対する態度の相違を考察し,

さらに,キリストも釈迦も弟子たちがhonorにこ

だわらないようにと戒しめていること,Lightin

AugtLStのLenaGloveがhonorを超越している

有様を述べた｡また,日本人の恥辱感についても

考察した｡

FaulknersMethodoIPresentationandJapanese

TankaPoetry(長野県短大紀要20号,昭和41.2)

フォークナ-の小説の構造は首尾一貫していない

で,整合性に欠けると言われている｡私は,一見

ばらばらと思われる各篇をまとめて精読すれば,

一貫した筋がなくても,作者の伝えようとする心

象は与えられると考える｡短歌の連作も一首一首

が独立していながら,全体を通読すれば,まとま

った心象が得られる｡例証として,山本友一氏の

｢境涯｣という連作,松村英一氏の ｢山歩き｣とい

う連作を英訳して提示した｡

一Ruralism'inWiHamFaulkner(長野県短大紀要

21号,昭和42.2) フォークナ一に魅せられ,難解

に怯むことなく,その作品と次々に取 り組んだの

は,彼の宿命観と女性観に引きつけられたはかり

でなく,彼の ｢田舎風｣に同感を覚えたからであ

る.フォークナ-の性癖は農民的であるという批

評があるが,北部の都会的商業主義の南部社会へ

の侵入を怒る一面,農村?慣習に愛着を感じ,那

市的なものに疑惑をいだき,自然の風景に囲蹟さ

れることを喜び,方言を使うことに溝足し,地域

の人々の境遇に共感を持つ｡田舎者と咽られ,鈍

感を笑われても,都会人の浅薄小利口に反擬し,

自分たちの重厚質朴に誇りを持つ｡ ミシシッピー

州の社会と私の育った北信州の田舎には何と共通

点が多いことだろうか｡しかし,信州の片隅にも

時代の波が押し寄せて来て,淳朴な習俗が乏しく

なったように,Yoknapatawphanovelsはフォー

クナ～の書きのこした鎮魂曲かもしれない.

本州大学,本州女子短大 昭和四十一年三月,

長野県短大を定年退職し,四月開校したこの大学

に就任した｡全国的に蔓延していた学園闘争の波

に巻き込まれた上に,この大学独自の紛争の種が

あって,平穏な日常でなく,読書研究はできなか

った｡女子短大併設の準備が始められ,要員を集
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める責任を負わされた｡翌四十二年開校ができた

が,相互に知 らない者が集まって来て,カリキュ

ラムやら時間割やらを一部屋の中で慌しく決めた

有様が目に浮かぶ｡本州大学教授のまま,本州女

子短大学監を兼任することになった｡そしてあと

の半年ほどは学長代行を兼任した｡いろいろの問

題があったが,教員はみな大人で,うまく善処し

てくれたので感謝している｡創立してから3年目

に兼任を解かれた｡

LadyNL')'0'sOwnStory｢とはずがたり｣ 昭和四
十四年四月に兼任を解かれてから何年かは授業だ

けで校務は与えられなかった｡これより先,ホワ

イト-ウス先生夫妻は英国に帰任していたが,輿

さんが急逝されたOそれで,お互いに挑惚の人と

ならないようにと,｢とはずがたり｣の英訳を始め

た｡航空便で原稿を交換して修正し合った｡この

原本は昭和十五年に山岸徳平氏によって宮内庁書

陵部で発見されたもので,全くの孤本であり,鎌

倉時代の後深草天皇に仕えた二条という女房の手

記である｡ロンドンの郵便ストが50日も続いて,

英国行きの郵便の受付がなくて困惑した｡昭和四

十九年,東京とアメリカのラトランド市のTuttle

商会から刊行された｡

この頃,TheTaleoftheLadyOchikuboの国

際版がロソドソのPeterOwen社から,アメリカ

版がニューヨークのDoubleday社から出た｡

次に前東大教授羽柴正市民の書評を引用する｡

昭和五十年三月号の ｢英語青年｣誌からである｡

◆ LadyNzj'o'sOwnStorytr.byW.White-

house&E.Yanagisawa.

｢問はず語 り｣の英訳を一気は読み通し,その

話の面白さと訳文の明快さに感服したので,学生

たちにも一読するように勧め,その一節をディク

テーションに用いたりした｡その後,書評を依頼

されたので,岩波文庫の原本を買って見て驚いた｡

校閲者の解説が各章の初めにありはするが,日本

文学から遠ざかっている私には,よく解らない表

現が次々に出てくる.一章を英訳と対照するため

に,私は辞林だけでなく,大日本国語辞典までひ

いてようやく読みこなす始末だった｡このむつか

しい原文をよくも解 りやすく,美しい英文に訳し

たものだと,訳者たちの熱意と努力に改めて敬意

を表した｡

この訳文は原作に非常に忠実であるが,単なる

直訳ではない｡欧米の読者を常に念頭において,

遠い日本の昔の事情が理解できるように,随所に

親切な説明的な語句を,目立たせず,自然に,織

り込んでいる｡たとえは,14歳で後採草院の側室

となった作者が,父親 (大納言雅忠)の病勢悪化

をきいて馳けつけるくだりなど,原文では ｢いそ

ぎ行くと思-ども,みちのはるけさ,あづまぢな

どを,わけん心ちするに｣とあるが,その後半を

英訳では"Iseemedtobepushingmyway

thylDughikedenseundeygrowthofsomeuJilder-

nessintheeasternprovince."とわかり易く解説

すると同時に,父の臨終に何としても間に合いた

いという作者の気持のもどかしさを募らせるよう

にしている｡また女性の ｢七つがさね｣の服装な

ども,その紋様が眼に浮ぶように巧みに訳されて

いる｡また取り交される恋歌は,五七五調を生か

して,英訳も5行の31音節になっている｡このよ

うに原作の内容と雰囲気を忠実に再現しながら,

700年前の日本の宮廷の赤裸な人間関係を,そこに

漂う無常感とともに,美しい英語の物語とした訳

者たちに感謝したい｡異色ある日本文学作品がま

た一つ世界に紹介されたことは実に喜ばしい｡

(CharlesE.TuttleCo.発 行,新書 版395頁,

1,500円) - 羽柴 正市

日本古典文学翻訳あれこれ 昭和五十年六月に

求められて信濃毎日夕刊文化欄のために書いた小

文を次に載せる｡

難はふくみある表現

日本古典文学翻訳あれこれ

英国人ホワイト-ウス氏に協力して｢落窪物語｣

と｢とはずがたり｣を英訳したのだが,｢とはずが

たり｣をConfession(告白)と訳そうとして,と

んでもないと言われた｡罪を告白する俄侮禄と誤

解されるからであった｡ところが,作者は後深草

上皇に愛された上席女房で,太政大臣の家系を誇

り,皇弟たちや関白兼平とも関係を結び,当代-

の政治家西園寺実兼を愛人としていたのだが,罪

の意識は弱く,むしろ恋慕の的だったことを自負

している,つまりconfessionという語を使 うべき

個性でも状況でもないというのであった｡
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英米人が何を連想するか,これは日本人にはな

かなか気がっかない｡法皇をmonk-emperorとす

るように和英辞典には出ているが,ヨーロッパ中

世の僧院で厳しい修業をする修道士と退位してか

らもぜいたくな宮殿生活を続けた法皇とは大いに

違う｡武士をknightと訳すと,騎士道華やかな頃

の婦人の護衛者が連想されて,北面の武士のイメ

ージを妨げる.SaintNichirenと言えば,キ1)ス

トに殉 じた聖者のように響 き,High Priest

Nichirenのほうが選ばれる｡｢おやおや｣にGood

gracious!,｢さらは｣にGood-bye!やAdieu!を

使うと,それらがキリスト教のGodにつながって

いるために,昔の日本を述べるには適当でない｡

三月はMarchではなく,thethirdmonthとす

るのは旧暦だからで,二十歳をtwentyyearsold

としないで,inhistwentiethyearとする,満年

齢ではないからである｡ホトトギスには困ってし

まった｡和英辞典にはcuckooとなっているが,カ

ッコウとは全く違い,その鳴き声はとうていsong

とは言えない｡どうも,英米には見られないらし

く,英語には通用名がないようである｡

ホワイト-ウス氏は私に直訳を要求し,｢-言え

はおろかなり｣を Itisbeyonddescriptionとか

Itgoeswithoutsayingとか,型通りの慣用句を

使わないほうがよいと言った｡｢おいおい泣く｣を

sobbed'oトoi'としたり,｢ふつふつと切りて｣を

breakingwitha'futsufutsu'と訳して,原文の感

じを大切にした｡しかし,これにも限度があり,

｢いみじき御門 (みかど)｣をAugustGateとま

では踏みきれず,HisMajestyで妥協した｡

ホワイト-ウス氏が酒宴をdrinkspartyと訳し

たので,この語は辞書にないがと尋ねてやったら,

これでなくては親しい人々が気安く酒を汲みかあ

すことにならない,という返事だった｡あとにな

って,出版社からdrinkingpartyではいけない

か,という問い合わせがあり,私は経緯を話して,

ホワイト-ウス氏がひどく執着しているようだか

ら,直接ただしてほしいと答えたoところが,幾

月かたってから,編集部の全員がdrinkspartyに

は反対で,これは日本の学生の日本式英語と考え

る危険があるから,drinkingpartyに直すから諒

解してくれと言って来た｡しばらくしてから,ホ

ワイト-ウス氏が新聞の切り抜きを送ってよこし

た｡それにはdrinkspartyが使ってあり,drink-

ingpartyと言えば,酒の飲み競べの感じがする,

と書き添えてあった｡それを出版社に送ってやっ

たら,陳謝して来て,米国ではcocktailpartyを

使うが,十三世紀の日本には当てはまらない,編

集部は全員米国人だから誤解してしまった,しか

.しいちばん売れるのは米国のはずだから,drink-

ingpartyを使ったことはひどいマイナスでもあ

るまい,と書いてあった｡この一語の扱いについ

て,そのような航空便の往復があったのである｡

しかし,なんと言っても,最大の難関は,日本

古典の文体を英語に移すことである｡原文を読ん

で,その直後に訳文を見ると,いかにも冗長で理

屈っぽく感じられる｡原文には主語がほとんどな

く,人格代名詞もないのに,訳文のほうはそれら

が省略されない｡古典作家のねらいは,あいまい

でふくみのある表現であって,明瞭な文体は余韻

の乏しさから,みしろ恥ずべきものと考えられた

のだろう｡｢ゆゆし｣は広辞苑によれは,忌みはば

かれる,恐れ多い,不吉である,いとわしい,そ

ら恐ろしい,甚だしい,すはらしい,勇ましい,

という多くの意味があった｡このうちのどれが当

てはまるかを判断し決定することは,いちおう必

要ではあろうが,その一つの意味だけを訳して間

に合わせてはなるまい｡原作者は幾つかの意味の

複雑な絡み合いを楽しんでいたのかもしれない｡

｢世のつねの筋は｣とせっかくあいまいに語っ

ているのを,端的に ｢肉体関係は｣と直して訳し

てほ台なしだとは思いながら,単純な英語にして

しまう味気なさ｡｢浮き名｣の中に,はかなく浮か

ぶ,憂いつらい,の二つの意味を掛けていること

はわかっても,適当な英語の表現が捜せない｡現

代英文学の中にも,-ソリ･ジェームズとかウィ

リアム･フォークナ-とか,意図的にあいまいな

文体を創作している難解な作家があるが,彼らの

非凡な文才をもって初めて日本古典の翻訳が成功

するかもしれないとも考えた｡

とにかく,古典に理解のある英米人が仕上げを

しなければ翻訳は成立しない,英語のリズムが私

たちにとって身についていないからである｡

また,英訳を試みてみて,初めて日本古典の文

体がいかに優れているかを知ったと言ったら,わ

かっていただけるだろうか｡
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英訳平家物語書評 求められて,｢英語青年｣誌

上に書評が出た,昭和五十年十二月号で,私の翻

訳観などが加えてあるので載せる｡

+ TheTaleoftheHet'ke,translatedbyBruce

T.Tsuchida&HiroshiKitagawa.

平家物語は長大作であり,公家･武家の風俗,

年中行事,官職,神仏の信仰,中国の故事などの

事項が多くて,これを理解し,適切な英語に訳す

ことは大変な苦労だったと思われる｡訳者が多年

にわたって,多くの人々の援助を得て,辛抱づよ

い努力を続けられたことは容易に察することがで

きる｡原作には多くの異本があり,成立に種々の

問題があるにしても,一言一句をも疎かにせずに

訳され,さらに外国人のために綿密な解説と注釈

が加えてある｡訳者のこの完壁を期する姿勢に対

し深甚なる敬意を表したい｡また豪華無比の装釘

も注目に値しよう｡

原作に忠実ということが骨折損となる場合は稀

でなく,そのために,原作の趣旨･精神を生かせ

ばよいという名目を掲げて,外国大衆の理解を規

準にして,簡略自由な訳が行われ,また鴎外のよ

うに,己れの批評眼に照らして添削し,完膚なき

までに直したりする｡古典の翻訳では,原作と原

作者への尊敬こそ根底であると私は考えるので,

原作には飽くまで忠実にという訳者の態度は,読

に好ましく思 う｡

しかし反面,鴎外の ｢一字一字に訳して,それ

を排列したからと云って｣翻訳にはならないとい

う見解は正しいと思う｡でき上がったものが,莱

米人の審美の耳を満足させるだけの,英語固有の

リズムがあり,文章としてのUnity,Coherence,

Emphasis,Suspenseなどへの考慮が具現してい

なければならない｡そのためには,英米人が補訂

するだけでなく,一人の英米人- 日本文学 ･日

本文化に理解共感を持ち,文章が巧みに作れる人

- が全篇を書き直すべきで,さもなければ,一

貫した文体は得られない｡琵琶法師によって朗諭

されて得た原文の流露さを思えばなおさらであ

る｡また,原文を読まない英米人の添削は見当ち

がいのことがあり,必ずしも信頼できるものでは

ない｡

疑問を感じた箇所の若干を挙げる｡｢ふないくさ

は様ある物ぞ｣をLetmeshouJyouhowtojght

aseabattle!(p.656)と訳すと,猛将能登守教

経が店員のように卑屈丁寧な男となり,｢馬のかし

らをたてならべ｣をrodeneckandneckと訳す

と,鼠篤のせりあいのようであり,drawabead

onhiswell-guardedtargetは銃の照星のことで,

弓の時代には当てはまらない｡｢心ある人嘆きかな

しまずといふ事なし｣をThosewhounderstood

beautyh7mented(p.138)と訳すと,原文の整っ

た音調が失われ,また ｢心ある｣はunderstand

beautyで十分だろうか｡｢いのりこし我たつ柚の

引かへて人なきみねになりやはてなむ｣の訳に,

SaintDengy6Daishi/Wh oprayedforGod's

helpinghandとあるが,Saintは不当であり,最

澄が祈ったにしても,｢主なる神｣のhelpinghand

ではないだろう｡(東京大学出版会発行,Xli+
782+xxv頁,12,000円) - 柳沢 英蔵

｢国民文学｣｢樹海｣ 短歌の制作は昭和二年か
ら五年にかけて ｢国民文学｣の普通会員として窪

田空穂先生に師事した｡英語の勉強に忙しくなっ

て退会したが,昭和三十五年に塚田青紀氏の勧め

で再加入をした｡昭和四十一年一月同人に加えら

れ,第二欄に入った｡昭和五十六年一月から自選

七首が第一欄に載るようになった｡｢樹海｣には,

昭和五十五年に加入したのだが,計らずも選者の

ように扱われることとなり,年に何回も山梨県に

出かけるようになった｡昭和五十四年春,生存者

叙勲で勲三等を授けられたが,それを記念して,

自選自序,編集校正配送一切を自分でやって,敬

集 ｢あまつばめ｣を刊行した｡｢茶の集ひけふ楽し

みて行く妻の梅雨の晴間の生絹 (すずし)の単衣｣

｢家の前行く人ありて踏む雪のきしみが聞ゆけふ

も真冬日｣｢イギリスの古典に懐く愛惜は罪の如し

も妻知らざれは｣などがある｡

長野大学産業社会学部 本州大学再建の企画が

実を結んで,長野大学と改称し,内容をあらため

たのは昭和四十九年四月からであった｡関戸学部

長の下で入試委員長やら雑多な校務に従った｡昭

和五十四年には付属図書館長,昭和五十八年には

長野大学長職務代理となり,さらに学校法人長野

学園理事長時務代理を兼ねることになり,ますま
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す読書から離れてしまった｡一方今更ではあるが, れなかった｡しかし,関係者の努力によって,校

組織とか運営とかについて目を閲かせられて,一 道が隆昌に向っているのは喜ばしい｡

匹狼の読書人としての生涯を反省しないではいら
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